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進む区内小中学校の複合化
区民の立場に立って検討を

　大田区では２０１６年３月に
示された「大田区公共施設適正
配置方針」に基づいて、学校施
設の複合化・多機能化させ、地
域コミュニティーの活動拠点と
することを進めています。
　既に出張所の建物の中に「さ
わやかサポート」（地域包括支
援センター）を併設させるなど、
施設の複合化が進められている

ものの、その意義などについて
は地域住民の皆さんの意見をく
み取って進めるべきです。複合
化させた後の跡地利用について
も、区は区民に対して方向性を
示す責任があります。
　「複合化ありき」で事を進め
るのではなく、地域の要望や意
見を踏まえて検討するべきです。

こども文教委員
防災安全対策　特別委員
に決まりました

　５月２５日に開かれた区議会
第１回臨時会で、議長、副議長、
各常任委員会、特別委員会の役
職が決まり、私は前年度に引き
続きこども文教委員に、特別委
員会では防災安全対策特別委員
に決まりました。
　今年は道徳教科書検定が行わ
れます。こども達の健やかな成
長を育み支えるためにも、委員
の一人として頑張ります。
　防災については、地震や大雨、
洪水などの自然災害から火災な
どから区民の皆さんを守り、被
害を最小限に抑えるための手立
てを、一緒に考えて提案してい
きます。

福祉施設との複合化が進められている志茂田中学校

水防訓練の様子
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法律相談もお気軽に

６月15日（木）午後1時～

場所　区議団控室（区役所）

（事前予約が必要です。電話か
ＦＡＸでお申し込みください）

今 後 の 予 定
６月15日（木）～26日（月）　第２回区議会定例会　

（15日、16日、26日　本会議）
（19日、20日　常任委員会）　
（21日、26日　議会運営委員会）

（22日　特別委員会）

ぜひ傍聴にお越しください。

小中学校に読書学習司書
（学校司書）を順次配置
雇用形態の再検討も必要

　大田区は昨年度から区内小中
学校に読書学習司書（学校司書）
を配置しています。順次配置校
を増やし、現在３２の小学校と
１６の中学校に配置されていま
す。
　この読書学習司書は司書教諭
を補助する専任の区職員ではあ
るものの、１日５時間、週３日、
時給１５００円の非常勤職員と
なっています。
　今年度は小学校２０校、中学

校１０校に設置予定となってい
ますが、５月現在小学校１２校、
中学校６校に留まっています。
区は残りの１２校については２
学期からの配置をめざして二次
募集をしていますが、その理由
は非常勤で時間が短いことで応
募が集まらないことも理由の一
つと考えられます。
　こども達の豊かな学びの幅を
広げるためにも、常勤職員とし
て採用すべきと考えます。

矢口３丁目に
特別養護老人ホーム

（小規模）
６月１日オープン

　６月１日に矢口３丁目に特別
養護老人ホーム「さくらのみち
紫苑」（定員３０名、ショート
ステイ枠６）が開所し、これに
先立ち５月２６日開所式に出席
しました。
　区内での特養ホーム待機者は
現在１２５５人と、依然として
深刻な状況です。老後の安心の
ため、積極的に公有地を活用し
予算を拡充させ、待機者解消の
取り組みを強化すべきです。

特別養護老人ホーム
「さくらのみち紫苑」

イメージ（Learninghacker より）


